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なお、本稿で取 り扱 う 「学生」 とは、 どのよ
















ひとつ めは、中野収(1987)(3)や 島田博 司
(1991)(4)、苅谷剛彦(1995)(5)な どによる調査
研究である。これら一連の調査を第1群 とする。
第1群 の調査は、授業に対 して 「楽 しさ」や
















どの授業 も出席を とるよ うにしてほ しい
課題や予習義務を課してほしい
矚 賛成 ■反対 □無回答
図1関 西大学社会学部調査(1994)































い る。結果 と しては、「教科書通 りの授業」
や、「暗記中心ばか りの授業」「実践的実験が少
ない」などがあげられ(11)、学生か らの授業 に













18歳 人口の減少 と 「大学冬の時代」の到来に




































3.ア ン ケ ー ト調 査 概 要 と 分 析
京 都 市 に あ る私 立A大 学 にお い て 、 授 業 ア ン
ケ ー トを 実 施 し た。 内 容 は 、 学 生 の 「受 講 態
度 」 に 関す る項 目(4択15問)、 厂授 業 内 容 」 に
関 す る項 目(4択4問)、 お よ び(2択16問)
の全35問 で あ る。
調 査 対 象 は、 共 通科 目159、 専 門科 目340の 全
499科 目、 回 答 者 数 は22,495名 で あ った 。 調 査
時 期 は2003年6月23日 ～7月12日 で あ る。分 析
方 法 と し て は、 調 査 統 計 パ ッケ ー ジSPSS11.OJ






の低位 な学生の授業 アンケー トは信頼性が低
い、 といった考察が しばしば見られるか らであ
り(安 岡、2000)、 今回のデータか らも同様の
結果を得ることができるかを検証するためであ
る。
① 出席(課 題 ・レポー ト)




熱心(教 育中心)ぐ→ 軽視(研 究中心)
(1)学 部別の分析












学 科 度 数 パーセント
仏 教 2065 9.2
史 2476 11.0
日 文 1897 8.4
中 文 539 2.4
英 文 1103 4.9
教 育 1921 8.5
生涯学習 1248 5.5
臨床心理 557 2.5
社 会 3031 13.5
応 社 2167 9.6
社 福 2538 11.3
健 福 2007 8.9
その他 140 0.6
欠損値 806 3.6
合 計 22495 100.0
表2講 義別サンプル
講義種別 度 数 パーセント
専 門 4651 20.7
一 般 15187 67.5
語 学 2657 11.8
合 計 22495 100.0
表3性 別別サンプル数
性 別 度 数 パーセント
男 性 9334 41.5
女 性 11956 53.1
合 計 21290 94.6
欠損値 1205 5.4
合 計 22495 ioo.o
表4回 生別サ ンプル数
回 生 度 数 パーセント
1回 生 6336 28.2
2回 生 7187 31.9
3回 生 5660 25.2
4回 生 2267 10.1
5回 生以上 159 0.7
大学院 ・科 目履修生等 129 0.6
合 計 21738 ・..
欠損値 757 3.4
合 計 22495 100.0
図2文 学部受講態度


















に 「上位」「中位」「下位」の3段 階に分類 し、そ
れを分析の際の独立変数 として投入した。
結果は、図5～ 図8に み られるように、出席





































純な 「ベス ト講義」のリス トと読み替えること
もできる。さらに、その講義シラバスか ら、成
績評価の基準となる指標 を取 り出してみた(こ




この表をみる と、従来か ら厳 しい と言われ
る、「毎回出席 をとる ・小 レポー トを頻回に課












表5成 績評価の指標(ベ ス ト20位)
順位 科 目 名 受講者数 対象学部 出席 テ ス ト レポ ー ト 発表 備 考
i A講 読 31 教育 30 30 40 0 毎回 レポー ト
2 B特殊研究 86 教育 30 40 30 0 発表
3 C専 門教育 43 教育 50 0 50 0 フ ィール ドワ ー ク
4 Dと 職業 64 共通 50 0 50 0
5 E教育法 40 教育 50 0 50 0
6 F教育研究 89 教育 10 60 30 0 文献熟読
7 G文 化講読 35 文学 0 0 60 40 各自発表
8 H方 法学 202 教育 50 30 10 遠隔学習(10)
9 1文 学講読 32 文学 0 64 36 0 毎回の レポー ト
10 J教育論 90 教育 30 40 30 0 文献熟読
11 Kレ ク リエ ー シ ョン 40 教育 50 0 50 0 フ ィー ル ドワ ー ク
12 Lの 研究 66 共通 15 60 25 0
13 M学 概説 65 文学 30 0 70 0 フ ィー ル ドワ ー ク
14 N情 報機器 46 教育 30 0 70 0
15 0教 科専門 39 教育 0 70 30 0 小 テ20・ 期末50
16 P教科教育法 97 教育 0 0 100 0 小 レポー ト20点
17 Q原 理 88 社会 0 50 50 0
18 Rの 研究 71 共通 15 60 25 0
19 S教育専門 50 教育 40 0 60 0












ー ト 発表 備考
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が異なることが明 らか となった。この ような、


















ではひとまず 「ニセ優等生 タイプ」、「消費者 タ
イプ」、そうしたタイプのどれにもあてはまら
ない 「宇宙人タイプ」 と命名 し、それぞれに具
体的なインタビューの内容を示 しなが ら考察 し
てみたい。
(1)学 習 者 タイ プ(ま じめで優 秀、 これ までの先
行研 究で も普遍的 に存 在 してい た タイプの学
生、以下 の分析 のた めに この タイプ も合 わせ
て考察)
(質 問):授 業 に対 して どの よ う に考 えて い ま
す か?
(回 答1):勉 強 す るた め に大 学 に入 学 した 。 だ
か ら、 授 業 は真 剣 に聞 い て ます 。
(質 問):大 学 生 活 の 中 で 授 業 の 位 置 づ け は
(回答1):や っ ぱ り、1番 で す ね。 私 は 大 学=
勉 強 とい う考 え方 で 入 学 した か ら、
出席 も き ちん と して る し、 遅刻 もな
い し、 単 位 も落 と して な い し。 ま じ
め にや って ます 。
(質 問):周 りの 学 生 に つ い て は
(回答1):う る さ くて も、別 に か ま わ な い。 自
分がちゃんとやっていればいいと思
教育評価の新たな展開
う。 け ど、真 後 ろで 話 され た り、 う












































































































(回 答):と くになし。なんとなく(気 が)あ
う先生とか、授業かな。
(質 問)テ ス トな どの こ と につ い て は。





















































9の モデルに示 したような 「評価」の軸が用い
られることが一般的であった。それは、勉学に
重きをおく学生 と、勉学ではなく、学生生活に



































































































































喪失 していた り極端に低かった りしても、 日常
生活においては普通であ り、単位をとって卒業










という視点からは、これ ら2つ とは大 きく異な
る。結局このタイプは、卒業後も 「フリーター」
などをしながら自分の 「や りたいこと」や 「や
りたかったこと」を模索 し続けるのである。
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